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例
年
ど
お
り
、
当
館
が
所
蔵
す
る

和
洋
雑
誌
の
製
本
作
業
が
始
ま
っ
た
。

す
べ
て
の
雑
誌
で
は
な
く
、
研
究
論

文
が
掲
載
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
雑

誌
が
中
心
で
あ
る
が
、
洋
雑
誌
は
、

収
集
し
て
い
る
雑
誌
の
ほ
と
ん
ど
を

製
本
し
て
い
る
。
前
年
度
も
ご
紹
介

し
た
が
、
製
本
対
象
雑
誌
を
も
れ
な

く
と
り
そ
ろ
え
る
の
も
大
変
な
作
業

で
あ
る
。
発
行
さ
れ
て
い
て
も
納
品

さ
れ
な
か
っ
た
雑
誌
が
あ
っ
た
り
、

遺
憾
な
が
ら
不
明
に
な
る
雑
誌
も
あ

る
。
発
行
機
関
に
再
寄
贈
を
お
願
い

し
た
り
、
研
究
員
等
に
返
却
督
促
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
そ
の
作
業

は
ほ
ぼ
終
了
し
、
大
方
の
雑
誌
は
現

在
、
製
本
業
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
あ

る
。
新
年
に
は
配
架
さ
れ
、
利
用
可

能
な
状
態
に
な
る
が
、
緊
急
に
目
を

通
し
た
い
雑
誌
が
あ
っ
た
ら
、
お
気

兼
ね
な
く
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

製
本
業
者
さ
ん
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
取
り

寄
せ
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
対
処

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
製
本
し

な
い
雑
誌
は
、
こ
れ
も
例
年
ど
お
り
、

不
用
処
理
手
続
に
入
る
。
こ
れ
は
、

配
架
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
い
う
理

由
で
す
ぐ
に
廃
棄
処
分
に
す
る
の
で

は
な
く
、
で
き
る
だ
け
資
料
を
再
利

用
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
当
機
構
内
で
管
理
換
え
を
行

い
、
次
に
Ｈ
Ｐ
等
に
買
取
・
交
換
の

公
告
を
だ
し
、
さ
ら
に
関
係
機
関
に

も
案
内
し
希
望
を
聴
取
、
引
き
取
り

手
の
な
い
資
料
だ
け
、
廃
棄
処
分
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
手
続
を
と
っ
て
い
る
図
書
館
は
意

外
と
少
な
く
、
学
術
情
報
の
利
用
促

進
を
は
か
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
あ

るA
C
A
D
E
M
IC
 R
E
S
O
U
R
C
E
 

G
U
ID
E

で
「
注
目
し
た
い
取
り
組

み
」
と
し
て
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
。

買
取
・
交
換
の
公
告
は
来
年
１
月
中

に
当
機
構
の
Ｈ
Ｐ
等
に
掲
載
予
定
で

あ
る
。
不
用
リ
ス
ト
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
買
取
等
の
申
込
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

今
月
の
耳
よ
り
情
報

　

11
月
29
、
30
日
に
開
催
さ
れ
た
専

門
図
書
館
協
議
会
の
秋
季
セ
ミ
ナ
ー

「
ア
ピ
ー
ル
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
：

広
報
戦
略
を
考
え
る
」
に
参
加
し
た
。

何
回
か
本
欄
で
つ
ぶ
や
い
た
が
、
当

館
は
、
日
本
有
数
の
労
働
関
係
資
料

を
所
蔵
し
て
い
る
専
門
図
書
館
で
あ

る
が
、
立
地
条
件
の
制
約
も
あ
り
、

所
蔵
資
料
の
わ
り
に
外
部
来
館
者
の

人
数
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
悩

ん
で
い
た
。
当
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

多
少
不
便
で
あ
っ
て
も
来
館
し
て
い

た
だ
け
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
広

報
を
し
た
ら
い
い
の
か
迷
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
の
カ
レ
ン
ト
・
ア

ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
ポ
ー
タ
ル
事
業
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
博
物
館
の
図
書
室
活
動
、

図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ロ
グ
事

業
の
紹
介
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
新

し
く
、
参
考
に
な
る
情
報
も
多
々
あ

っ
た
が
、
最
も
参
考
に
な
っ
た
の
が
、

巻
頭
講
演
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
附

属
図
書
館
の
茂
出
木
理
子
講
師
の

「
人
を
惹
き
つ
け
る
広
報
戦
略
」
だ

っ
た
。
広
告
が
「B

uy m
e !

」
で
あ

る
の
に
対
し
、広
報
は「L

ove m
e !

」

で
あ
る
と
い
う
の
も
納
得
で
き
た
し
、

広
報
に
は
物
語
が
必
要
で
あ
り
、
来

館
者
個
々
人
の
た
め
の
物
語
を
提
示

し
、
他
人
を
巻
き
込
み
、
口
コ
ミ
し

た
く
な
る
よ
う
に
さ
せ
る
、
と
い
う

の
も
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
広
報
が

意
識
す
べ
き
は
「
外
向
き
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
最
前
線
で
あ
る
こ
と
、

と
い
う
の
も
そ
う
い
う
こ
と
か
と
感

心
さ
せ
ら
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

間
で
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
も
、
来
館

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
の
際
に
、
回

答
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
直
接
ご
意

見
を
う
か
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
よ

う
な
経
験
も
報
告
さ
れ
た
。
完
璧
を

期
さ
ず
と
も
、
と
も
か
く
一
歩
踏
み

出
す
べ
き
と
い
う
発
言
は
最
も
胸
に

染
み
込
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
報
告
や
経

験
を
参
考
に
、
当
館
の
広
報
戦
略
を

い
か
に
組
み
立
て
る
か
、
目
下
模
索

中
で
あ
る
。

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（500種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

③石田成則著『老後所得保障の経済分析』東洋経済新報社（ⅹ+272頁,A5判）
労働市場からの完全引退後の所得をいかに確保するかは、団塊世代の先頭集団が 60 歳に達した現在、現代
日本の大きな課題となっている。公的年金がその基本となるが、制度の将来性を勘案すると、私的年金等の
自助努力で対応せざるを得ない部分も大きい。本書は、公私の年金システムを経済理論に基づき考察している。

②下崎千代子他編著『少子化時代の多様で柔軟な働き方の創出』学文社（ⅹⅰ+218頁，A5判）
テレワークにも栄枯盛衰があり、再びブームを迎えている現在、多様な働き方、豊かな生活のために大いな
る期待がかけられている。本書は、ワークライフバランスの実現に向けた関西テレワーク研究会の 10 年以
上に渡る地道な研究活動の成果である。テレワークは、少子高齢社会への対応にも有効な手段となるであろう。

①小倉一哉著『エンドレス・ワーカーズ』日本経済新聞出版社（ⅹⅱ+261頁,B6判）
働きすぎは、日本人の社会的性格なのであろうか。本書は、当機構が行ったアンケート調査や官庁統計を基
に、過労死・過労自殺等の日本の厳しい労働時間の状況を詳細に提示している。一方、日本人は労働自体に
意義を見出していることにも言及、労働時間に対する様々なニーズを受け入れる社会の寛容性を説いている。

④大橋範雄著『派遣労働と人間の尊厳』法律文化社（ⅸ+208頁,A5判）
派遣労働者数は増加の一途を辿り、2007年には255万人に達し、全労働者の中の一大勢力と化したが、著者
は、派遣労働者の使用者責任、派遣労働者と派遣先の正規従業員との均等待遇問題、労働組合の役割等につ
いて、ドイツの派遣法にも言及しつつ分析している。派遣労働者の権利を中心においた研究書となっている。

⑤上田眞士著『現代イギリス労使関係の変容と展開』ミネルヴァ書房（ⅹⅰ+286頁,A5判）
組織率低下と労使関係の個別化は、組合活動のあり方を問い直している。重厚長大産業を中心に運営されて
きた労働組合は、連帯を基礎とした伝統的な集合主義から、人的資源管理の個別化の下、いかなる方向に進
もうとしているのか。労組の役割と可能性を信ずる著者は、英国の現状を詳述しその方向性を模索している。

⑥島田晴雄他著『雇用改革』東洋経済新報社（194頁,B6判）
労働力人口の減少に直面する日本は、経済力を維持するため労働生産性の向上を必要としている。著者は「雇
用の質」を改善することにより、同じ労働力でも高い生産性が達成可能と説く。建設、流通、農業等の分野
で様々なアイデアが披露されているが、この俯瞰的提言を実現していくための作業が必要とされるであろう。

⑦湯浅誠著『貧困襲来』山吹書店（201頁,B6判）
⑧橘木俊詔編『経済からみたリスク』岩波書店（x+178頁,A5判）
⑨若林幸男著『三井物産人事政策史』ミネルヴァ書房（ⅵ+248+7頁,A5判）
⑩安立眞理子他編著『フェミニスト・ポリティクスの新展開』明石書店（460頁,B6判）
⑪上西充子編著『大学のキャリア支援』経営書院（234頁,A5判）

⑫浜林正夫著『物語 労働者階級の誕生』学習の友社(191頁,B6判）
⑬佐久間信夫編著『コーポレート・ガバナンスの国際比較』税務経理協会（4+4+240頁,A5判）
⑭木下武男著『格差社会にいどむユニオン』花伝社（359頁,B6判）
⑮朝日新聞「分裂にっぽん」取材班著『分裂にっぽん』朝日新聞社(279頁,B6判）
⑯日本労働弁護団50年史刊行委員会編『日本労働弁護団の50年』日本労働弁護団（全４巻,B5判）

図書館だより
11 月の主な受け入れ図書

開館時間：9:30～ 17:00
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03(5991)5032 ／ FAX：03(5991)5659
利用資格：どなたでも利用できます
貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています
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